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高校入試におけるＷｅｂ出願について 

 

１ 検討の趣旨 

 インターネット環境の整備、社会全体のデジタル化が進んでいることから、これまで書面や郵送

で行っていた出願手続きをデジタル化、オンライン化することで、受験生や学校の負担軽減及び入

試業務の効率化を促進できるかどうか、どのような課題が生じるかを洗い出したうえで、Ｗｅｂ出

願導入の実現可能性について検討した。 

 

２ 審議の経過 

（１） 令和５年度 第１回高等学校入学者選抜審議会（令和５年７月２６日、県庁） 

○ Ｗｅｂ出願に関する調査研究のため専門委員会設置を検討 

・ Ｗｅｂ出願はぜひ導入すべき。実施することを前提として検討を進めてほしい。 

・ 私立高校がＷｅｂ出願になり、中学校では業務負担がかなり軽減された。 

・ セキュリティ上の問題や個人情報の保護等、課題はたくさんある。 

（２） 令和５年度 第２回専門委員会（令和５年９月２７日、県庁） 

○ 出願手続きについて 

・ 県収入証紙を購入するには、販売所や販売時間の制約があるため、保護者の負担が

大きい。 

・ 中学校、高等学校では処理作業の負担軽減が期待できる。 

○ 他県で実施するＷｅｂ出願に関する調査結果について 

・ 選抜手数料の納付について、クレジットカード決済やコンビニ決済などの利用によ

り、利便性の向上が期待できる。 

・ 調査書のデジタル送信が可能になれば、入試だけではなく、入試後の様々なデータ

処理等においても業務軽減が期待できる。 

（３） 令和５年度 第３回専門委員会（令和６年３月２５日、県庁） 

○ 調査書の提出、決済方法等について対応策や課題点を共有 

・ Ｗｅｂ出願においても画面上での確認は難しい。紙媒体での確認が必要。 

・ 選抜手数料の納付について、決済方法により手数料が変わる。急遽の出願取り消し

や、出願変更のような場合、一度納付を済ませてしまうと、その後のやり取りが難

しい場合がある。 

 

３ システム導入による利点と課題 

(１) 利点 

・ 時間にとらわれずに手続きができる、多様な納付方法を選択できる等、利便性の向上が期

待できる。 

・ 郵送による出願時における郵便物不着等の不安が解消される。 

・ 中学校・高等学校の業務負担の軽減が期待できる。 

・ 調査書のデジタル送信によって、入試後のデータ処理に関する負担の軽減が期待できる。 

審議１ 
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(２) 課題 

・ インターネット上で個人情報を取り扱うことになるが、セキュリティを担保できるか。 

・ インターネット環境が良好でない家庭への対応が必要である。 

・ 急遽の出願取り消しや、出願変更のような場合も含めて、一度納付を済ませてしまうと、

その後のやり取りが難しい場合がある。 

・ 調査書等の電子化により、中学校での事務的作業が増えるのではないかという疑念がある。 

 

４ システム導入に向けた課題への対応策 

(１) Ｗｅｂ出願のために用いる高度なセキュリティを確保したシステムの構築 

（委員からの御意見） 

○ 県教育委員会および市町村の教育委員会において、セキュリティへの対応が必要。 

（対応策） 

○ 総務省の情報セキュリティポリシーに関するガイドラインや県のセキュリティポリシー

を踏まえながら、仕様において SSL/TLS 等の暗号化通信を用いることや、クラウドサー

ビスのセキュリティに係る第三者認証の取得を条件とすることで、調査書の電子化も含

めた高度なセキュリティを確保したシステムの構築が可能である。 

（第三者認証の例）ISMS、ISO/IEC27017 に基づく ISMS クラウドセキュリティ認証、 

         ISMAP に登録されているクラウドサービス 

(２) 出願者のインターネット接続環境 

（委員からの御意見） 

○ 私立高校におけるＷｅｂ出願において、家庭のインターネット環境が良好ではないため、

コンビニエンスストアのネットワークに接続して入力を行った家庭があった。 

○ 私立高校におけるＷｅｂ出願において、インターネットでの申請が難しいという家庭に

ついては中学校でサポートした。高校側の支援もあり、助かった。 

（対応策） 

○ インターネット接続環境が良好でない家庭に対しては、中学校等にサポートを要請し対

応する。 

(３) オンライン決済等に対応した納付システムの構築 

（委員からの御意見） 

○ 選抜手数料の納付をクレジットカード決済やコンビニ決済等で行えるようになれば、利

便性が非常に高まると考える。夜間に行えることは、保護者の負担軽減につながる。 

○ はじめのうちは、収入証紙との併用も検討してはいかがか。 

○ 決済方法により、手数料が変わってくる。また、急遽の出願取り消し・出願変更のよう

な場合、一度お金が動いてしまうと、その後のやり取りが難しい場合がある。 

（対応策） 

○ 県では令和７年度末に収入証紙が廃止となるため、入学者選抜手数料の納付は、クレジ

ットカード決済、コンビニ決済、ペイジー等の導入により対応する。 

○ 決済方法により手数料が異なることについては、決済前に手数料の情報を保護者に提示

し、確認を促すことで対応する。 
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(４) 入学願書以外の出願書類（調査書等）の電子化と取扱い 

（委員からの御意見） 

○ 調査書等の電子化により、業務軽減が実現すると思う。 

○ 調査書等の電子化により、中学校での事務的作業が増えるのではないか。調査書の確認

は画面上より紙媒体の方が、負担が少ない。すべてを電子化するのではなく、電子と紙

を併用していくかどうかも含めて検討が必要。 

（対応策） 

○ 調査書等の取扱いについては、今後、全面的にデジタルに移行することが想定される。

また、デジタル庁の調査おいて、調査書の作成・送付にかかる業務負担は、Ｗｅｂ出願

の導入により４３～５９％削減されるという試算がなされており、調査書等の電子化を

含めたシステムを構築する。ただし、当面は各市町村の環境整備等を要することから、

紙との併用への対応が必要である。 

 

５ 宮城県におけるＷｅｂ出願システム導入の概況について 

(１) Ｗｅｂ出願システム構築事業（案）について 

(２) Ｗｅｂ出願システム導入により期待される効果について 

(３) Ｗｅｂ出願システム導入による業務削減率等の試算について 

 

６ 今後の方向性について 

○ 検討の結果、Ｗｅｂ出願については利便性の向上や業務の負担軽減が見込まれ、また、条件設

定によりセキュリティ面についても対応できる見通しであることから、Ｗｅｂ出願システムの

導入を進めるべきだと考える。 

○ システム導入に際しては、受験生や保護者への周知はもちろんのこと、システムを扱う中学校・

高校への丁寧な操作説明等が求められる。 
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補助資料5

　〇　費用換算については、（41歳）教育職（一）2級-84号俸（月額）377,400円を基準として、

　　(月額377,400円×12ヶ月）／（週38.75時間×年52週）＝2,248円（時間給）で算出

31分

合計 18,133分 3,798分 79.1% 75,257,570円

84.0% 57,689,450円

高校 8,496分 2,244分 73.6% 17,568,120円

生徒・保護者 136分 77.2%

中学校 9,501分 1,523分

従前（分） 導入後（分） 削減率
費用換算

中193校、高75校

Web出願システム導入による業務削減率等の試算について（高校入試第一次募集）
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調査書の記載事項について 

 

１ 検討の趣旨 

 調査書の記載事項については、文部科学省からの通知で入学者選抜の実施に真に必要な事項に見

直しを図ることが求められており、また、部活動の地域移行に伴い、生徒の校内外での活動の成果

について、今後、調査書での取扱いをどのようにするか等、本県公立高校入試の調査書の記載事項

及び様式について精査するために検討した。 

 

２ 審議の経過 

（１） 調査書の構成項目について 

（委員からの御意見） 

・ 特定の項目について、調査書項目として不要である、と判断することは難しい。 

・ 「欠席の状況」は、記載があることで受験生の不利にはなり得ないか、真に必要な情報

かどうか、懸念がある。 

・ 「欠席の状況」は、合否には関わらないが、受験生の生活状況を伝える、知るという意

味で、中学校、高校ともに活用している。 

・ 「欠席の状況」欄を学籍情報の場所に移動したもの（調査書様式例ハ）も、中学校、受

験生、保護者の立場からすれば、欠席の情報が高校に伝わるという印象は変わらない。 

（対応） 

・ 「欠席の状況」欄の要否について、多くの意見があり、受験生の生活状況を伝える、知

るという意味で、中学校、高校ともに活用しているが、選抜資料として活用はしていな

い。 

・ 「欠席の状況」欄が選抜資料として使われているのではないかとの誤解も生じているこ

とから、調査書から「欠席の状況」欄を削除し、調査書様式例 ロ の形とするのが望

ましい。 

・ ただし、入学後の学校生活を円滑に進めるためには中学校との情報交換は不可欠であり、

欠席日数はその上で重要な資料となりうることから、情報を共有するための別の方法を

検討する必要がある。 

 

（２） 部活動の活動状況等の記載について 

（委員からの御意見） 

・ 受験生の中学校や地域での活動の様子を伝える記載欄が設けられていることはよい。 

・ 部活動の地域移行の地域差等を考慮し、部活動に特化していない現状の記載欄はよい。 

・ 地域での生徒の活動状況を知るためには、生徒自身からの聞き取りや、外部指導者との

情報交換の機会を持つことが必要である。 

（対応） 

・ 部活動の地域移行の状況は地域差が大きく、自由加入制であるか等の扱いについても、

学校により様々ではあるが、部活動の活動状況等の記載については、特色選抜において

も活用されているため、現行のものを維持する。 

審議２ 

14



・ 部活動等の学校における活動については「特別活動の記録」欄に記載し、地域で行って

いる活動については「特記事項」欄に記載することを、記載例とともに中学校へ周知す

る必要がある。 

・ 特記事項欄に記載する地域で行っている活動については、中学校が生徒自身からの聞き

取りや、外部指導者との情報交換を行い、活動の様子や実績について確認することが必

要となる。なお、受験生・保護者に向けて、地域で行っている活動についても調査書に

記載されることを周知していく必要がある。 

 

３ 今後の方向性について 

(１) 調査書の構成項目について 

・ 「欠席の状況」欄については、選抜資料として活用していない点、また、受験生・中学

校側からは選抜に使われているのではないかという誤解が生じている点を踏まえて、選

抜資料として真に必要な事項とは言えないことから、調査書から削除する。 

・ ただし、高校では入学者の学校生活を適切に支援できるよう、欠席日数を重要な資料と

し、中学校と情報交換を行っていることから、情報を共有するための別の方法を検討す

る必要がある。 

 

(２) 部活動の活動状況等の記載について 

・ 部活動の活動状況等の記載については、現行の調査書において、特色選抜で十分な活用

がなされているため、現行の様式・記載事項を維持する。 

・ 中学校に対して、中学校での活動については「特別活動の記録」欄に、地域で行ってい

る活動については「特記事項」欄に記載することを、記載例とともに中学校へ周知する。 

・ 地域で行っている活動については、中学校が生徒自身や外部指導者から活動の様子や実

績について確認を行う必要がある。また、地域で行っている活動が調査書に記載される

ことを生徒・保護者へ周知する必要がある。 
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（令和５年度 第３回専門委員会資料） 

 

調査書様式例 

 

（１）現在の調査書様式 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）欠席の状況欄をどうするか 

  イ 欠席の状況欄を現状のまま維持する。 

 

  ロ 欠席の状況欄を削除する。 

 

  ハ 欠席の状況欄を、学籍情報の記載欄に移す。 

  

※Ｎｏ．

 記載内容に誤りがないことを証明します。

年 月 日

平成 年 月 日生

令和 年 月

  １　各教科の学習の記録

　　　　　　　　  　　　　  学年

  教科　　　　　　　　　　　　

  ６　欠席の状況

（令和●年度入学者選抜用） 調査書等作成委員会
受
験
番
号

調査書 記載責
任者印

ふ り が な

性
別氏 名

 令和

生年月日
学 校 名

校 長 氏 名 印
卒業年月

  ４　特別活動等の記録

   (1) 学級活動 　(2) 生徒会活動 　(3) 学校行事 　(4) その他１ ２ ３ ※

国 語

社 会

数 学

理 科

外 国 語

音 楽

美 術

保 健 体 育

基 本 的 な 生 活 習 慣 思 い や り ・ 協 力

技 術 ・ 家 庭

  ５　スポーツ活動，文化活動，社会活動，ボランティア活動
　　等の記録  ２　総合的な学習の時間の記録

  ３　行動の記録

事由
  学年

自 主 ・ 自 律 勤 労 ・ 奉 仕 １

健 康 ・ 体 力 の 向 上 生 命 尊 重 ・ 自 然 愛 護
  　　　　　　　事項

欠席日数

  ７　特記事項 ※Ｎｏ．

責 任 感 公 正 ・ 公 平 ２

創 意 工 夫 公 共 心 ・ 公 徳 心 ３

   

  学籍情報等記入欄 

 

 

 
１ 各教科の学習の記録 

  第１～３学年の５段階評定 

 

２ 総合的な学習の時間の記録 

  学習活動及び学習評価の観点の

中で顕著な事項や成長の様子 

 

３ 行動の記録 

  第３学年の状況について、項目ご

とに○印で記す 

 

４ 特別活動等の記録 

部活動については、「(4)その他」

として記入 

 

５ スポーツ活動、文化活動、社会活 

動、ボランティア活動等の記録 

 各分野のいずれかについて、特に

優れた実績がある場合に記述 

 

６ 欠席の状況 

欠席日数が７日以上の場合に主

な理由等を記入 

 

７ 特記事項 

転・編入学に関すること、健康状

態に関すること等 

補助資料６ 
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様式例 ロ 欠席の状況欄を削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「６ 欠席の状況」を削除。 

※「７ 特記事項」を「６ 特記事項」とし、体裁を調整。 

  

※Ｎｏ．

 記載内容に誤りがないことを証明します。

年 月 日

平成 年 月 日生

令和 年 月

  １　各教科の学習の記録

　　　　　　　　  　　　　  学年

  教科　　　　　　　　　　　　

６　特記事項

自 主 ・ 自 律 勤 労 ・ 奉 仕

健 康 ・ 体 力 の 向 上 生 命 尊 重 ・ 自 然 愛 護

  ５　スポーツ活動，文化活動，社会活動，ボランティア活動
　　等の記録

  ２　総合的な学習の時間の記録

  ３　行動の記録

基 本 的 な 生 活 習 慣 思 い や り ・ 協 力

※Ｎｏ．

責 任 感 公 正 ・ 公 平

創 意 工 夫 公 共 心 ・ 公 徳 心

美 術

保 健 体 育

技 術 ・ 家 庭

音 楽

理 科

外 国 語

数 学

  ４　特別活動等の記録

   (1) 学級活動 　(2) 生徒会活動 　(3) 学校行事 　(4) その他１ ２ ３ ※

国 語

社 会

 令和

生年月日
学 校 名

校 長 氏 名 印
卒業年月

様式例（ロ　欠席欄を削除）

（令和●年度入学者選抜用） 調査書等作成委員会
受
験
番
号

調査書 記載責
任者印

ふ り が な

性
別氏 名
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様式例 ハ 欠席の状況欄を、学籍情報の記載欄に移す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「６ 欠席の状況」を学籍情報欄に移す。（欠席日数を選抜資料として用いていないことを明確にする

ため。） 

※Ｎｏ．

 記載内容に誤りがないことを証明します。

年 月 日

平成 年 月 日生

令和 年 月

 欠席の状況

事項 

  学年

  １　各教科の学習の記録

　　　　　　　　  　　　　  学年

  教科　　　　　　　　　　　　

  ６　特記事項

  ５　スポーツ活動，文化活動，社会活動，ボランティア活動
　　等の記録  ２　総合的な学習の時間の記録

  ３　行動の記録

基 本 的 な 生 活 習 慣 思 い や り ・ 協 力

健 康 ・ 体 力 の 向 上

創 意 工 夫 公 共 心 ・ 公 徳 心

生 命 尊 重 ・ 自 然 愛 護

自 主 ・ 自 律 勤 労 ・ 奉 仕

責 任 感 公 正 ・ 公 平

技 術 ・ 家 庭

美 術

保 健 体 育

音 楽

国 語

社 会

数 学

理 科

外 国 語

  ４　特別活動等の記録

   (1) 学級活動 　(2) 生徒会活動 　(3) 学校行事 　(4) その他１ ２ ３ ※

欠席日数 事由
※Ｎｏ．

１

２

３

生年月日
学 校 名

校 長 氏 名 印
卒業年月

様式例（ハ　欠席欄を移動）

（令和●年度入学者選抜用） 調査書等作成委員会
受
験
番
号

調査書 記載責
任者印

ふ り が な

性
別氏 名

 令和

18



 

現行入試制度における、例外的な選抜の在り方について 

 

１ 検討の趣旨 

 他都道府県では、特色ある教育を進めるにあたり、入試についても一般的な学力検査と調査書に

よらない選抜方法等を用いている事例が見られる。本県でも、今後、学びの多様化や少子化におけ

る高校の在り方など、高校の将来構想を進める中で、入試制度においても対応が求められるため、

現行入試制度における例外的な選抜の在り方について調査研究を行う。 

 

２ 調査研究の経過 

 第３回専門委員会（令和６年３月２５日、県庁）において、他都府県の公立高等学校における特

徴的な入試制度の事例について情報共有した。 

（委員からの御意見） 

・ 多様な学びに対する入試制度を様々な形で確保していくということは、今後必要な観点である。 

・ 大学の総合型選抜のように、多様なニーズ、多様性のある子どもたちの受け入れという観点で、

新たな仕組みの入試制度を、従来の入試制度とは別の形で考えていく必要がある。 

・ どのような教育体系、教育システムを構築するかによる。その教育システムに合致する入試制

度を検討する必要がある。 

 

３ 他県の状況 

○ 様々な背景を有する生徒の受け入れのため、学力検査や調査書によらない入学者選抜を実施 

○ パターンとしては、概ね次の通り 

〔学力検査〕実施、一部実施（国数英）、実施しない、志願者が実施の有無を選択 

〔調 査 書〕提出（すべて記載）、提出（一部記載不要：評定、観点別評価 等）、提出不要 

〔面  接〕あり、なし 

〔作  文〕あり、なし 

〔そ の 他〕志願申告書、副申書、教材配布（取り組みについて面接で確認） 

 

４ 本県における「新たなタイプ」の学校の設置 

 第３期宮城県将来構想で設置することとしていた「新たなタイプ」の学校を、「ｉｄｅａｌ（アイ

デアル）スクール」として設置する。 

 

５ ｉｄｅａｌスクールで現行の入試を実施する場合の課題点 

○ 現行の入試制度によらない入学者選抜も視野に入れた検討が必要となる可能性がある。 

○ ｉｄｅａｌスクールでの入試を検討するにあたり、次のようなものが考えられる。 

・ 共通選抜を実施しない（特色選抜を１００％とする）ことができる。 

・ 学力検査の倍率を、一部又は全部の科目で０倍とすることができる。 

・ 受験生の意欲を計ることのできる学校独自の選抜方法を導入できる。 

⇒学力検査の代わりとして学校独自検査の実施、エントリーシートの提出 など 

  

審議３ 
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６ 今後の方向性について 

○ ｉｄｅａｌスクールにおいて、どのような入試を実施するか、現行の入試制度にとらわれずに

検討する必要がある。 

○ ｉｄｅａｌスクールは、令和９年度の開校を予定していることから、令和７年度にはどのよう

な入試を実施するのかを公表することが望ましい。 

【ｉｄｅａｌスクール開校までのスケジュール（予定）】 

年度 月 内容 

令和６年度 ７月 Ｒ６第１回入学者選抜審議会 

９月 Ｒ６第２回専門委員会（選抜の在り方の調査研究） 

１１月 Ｒ６第２回入学者選抜審議会（調査研究中間報告） 

１２月 Ｒ６第３回専門委員会（選抜の在り方の調査研究） 

令和７年度 ７月 Ｒ７第１回専門委員会（調査研究報告案 審議） 

Ｒ７第１回入学者選抜審議会（調査研究報告） 

選抜概要について公表・周知 

令和８年度 ７～１０月 学校説明会 

 ２月 令和９年度入試 出願受付 

 ３月 令和９年度入試 入学者選抜 

令和９年度 ４月 開校 

 

（参考） 

設置自治体 
課程 

学力検査 
調査書 

（選抜資料として活用） 
面接 作文 その他 

学科 

東京都 
定時制・単位制 

なし なし あり あり 志願申告書 
総合学科 

東京都 
全日制・定時制・単位制 

なし 
あり 

（観点別評価） 
あり あり 志願申告書 

普通科・工業科 

神奈川県 
全日制 

なし 
あり 

（観点別評価） 
あり なし 自己表現検査 

普通科 

大阪府 
全日制・定時制・単位制 

あり あり あり なし 自己申告書 
普通科・総合学科 

京都府 
全日制 一部 

（国数英） 

あり 

（欠席状況） 
あり あり ― 

普通科 

京都府 
定時制・単位制 選択制 

有 or無 
あり あり あり ― 

普通科 

京都市 
定時制・単位制 一部 

（国数英） 
あり あり なし 

学校作成教材 

副申書 普通科 

奈良県 
全日制・定時制・通信制・単位制・ 

あり なし あり なし ― 
普通科 

鹿児島県 
全日制・定時制・通信制 

なし なし あり あり ― 
普通科 他 
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（令和５年度 第３回専門委員会資料） 

他都府県の公立高等学校における特徴的な入試制度 

 

１ 主に不登校を経験した生徒のための入試制度の事例 

⑴ 

設置自治体 東京都 

学校名等 チャレンジスクール 

六本木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋の各校 

課程・学科等 三部制定時制、単位制、総合学科 

学校の特色等 小・中学校時代に不登校経験を持つ生徒や、長期欠席等が原因で高校を中途退学し

た者等を主に受け入れる。 

入試制度名等 東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜 

入試制度の特徴 ○学力検査は実施しない 

○調査書の提出は不要 

○学校指定の志願申告書を提出 

選考の方法 面接、作文、志願申告書を総合した審査結果にて判定。 

 

⑵ 

設置自治体 京都府 

学校名等 朱雀、乙訓、城陽、西舞鶴の各校 

課程・学科等 全日制、学年制、普通科 

乙訓はスポーツ健康科学科、西舞鶴は理数探究科も設置 

学校の特色等 ４校ともそれぞれに特色を持つが、不登校や学習のつまずきを経験した生徒だけを受

け入れる学校ではない。 

入試制度名等 長期欠席者特別入学者選抜 

入試制度の特徴 ○出願資格が「中学校在籍中、いずれかの学年で年間 30 日以上の欠席がある者など」 

○報告書（宮城県の調査書に該当）が、長期欠席者特別入学者選抜専用のもので、評

定や観点別評価などの記載欄なし。欠席状況やその理由等を記載。 

選考の方法 報告書、国数英の学力検査の成績、面接、作文を資料として選抜。 

 

⑶ 

設置自治体 京都市 

学校名等 京都奏和高等学校 

課程・学科等 四部定時制、単位制、普通科 

学校の特色等 アドミッションポリシー（本校で学んでほしい人）が、「様々な困りや学びのつまず

きなどを経験しているが、自分らしく学ぶことによる学び直しを希望している生徒

で、なおかつ、他者の個性を認め合い、集団での学びの中で主体的に行動していき

たいと考える生徒」 

入試制度名等 京都市立京都奏和高等学校特別入学者選抜 

入試制度の特徴 ○出願資格が「不登校経験のある者や、行動や認知の特性により学びに困りがある

者など、学び直しを必要とする者であり、中学校長が作成する出願資格に係る副

申書又は副申書に準ずる届があるもの」 

○学校説明会時に、学校作成教材を配布、またチャレンジ活動について周知。いず

れもその取組内容を面接での主な質問事項としている。 

選考の方法 独自学力検査（国語・数学・英語）、面接。各検査項目の得点をもとに、総合的に判断

し選抜。 

補助資料７ 
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（令和５年度 第３回専門委員会資料） 

２ 主に小・中学校で十分能力を発揮できなかった生徒のための入試制度の事例 

⑴ 

設置自治体 東京都 

学校名等 エンカレッジスクール（蒲田、足立東、秋留台、東村山、中野工科、練馬工科の各校） 

課程・学科等 ○蒲田、足立東、秋留台、東村山：全日制、学年制、普通科 

○中野工科：全日制、学年制、工業科・定時制・単位制・工業科 

○練馬工科：全日制、学年制、工業科 

学校の特色等 小・中学校で十分能力を発揮できなかった生徒のやる気を育て、頑張りを励まし、応援

する学校として、社会生活を送る上で必要な基礎的・基本的学力を身に付けることを目

的として、既設校の中から指定。基礎・基本を徹底するとともに体験学習を重視。 

入試制度名等  

入試制度の特徴 ○学力検査なし 

○面接、小論文又は作文及び実技検査を実施。 

蒲田、足立東、秋留台は実技検査なし 

中野工科高校、練馬工科高校は小論文・作文なし 

選考の方法 面接、作文、調査書の観点別評価、志願申告書を総合した審査結果にて判定。自己

PR カードを面接の際の資料として活用。 

 

⑵ 

設置自治体 神奈川県 

学校名等 クリエイティブスクール（田奈、釜利谷、横須賀南、大井、大和東の各校） 

課程・学科等 全日制、学年制、普通科 

学校の特色等 一人ひとりが持っている力を必ずしも十分に発揮できなかった生徒に対して、これ

まで以上に学習意欲を高める取組みを行う。 

入試制度名等  

入試制度の特徴 ○学力検査なし。 

○調査書は観点別評価のみを点数化 

選考の方法 調査書、面接、自己表現検査の合計値の高い者から総合的に選考。 

 

⑶ 

設置自治体 大阪府 

学校名等 エンパワメントスクール 

（淀川清流、和泉総合、布施北、成城、岬、西成、長吉、箕面東の各校） 

課程・学科等 全日制、単位制、総合学科 

学校の特色等 自分の理解度に応じて基礎・基本から専門的な内容まで、「わかる喜び」を感じながら学べ

る。また、グループワーク形式や体験型の授業が多くあり、進路に役立つ学習ができる。 

入試制度名等 特別入学者選抜 

入試制度の特徴 ○問題は基礎・標準の２種類から各学校が選択。エンパワメントスクールは基礎を選択 

○一般選抜と別日程で実施 

○第一手順（募集定員の 50％）は学力検査順でなく、検査点が基準以上の者の中か

ら選考。調査書は活動行動の記録のみが選抜資料 

選考の方法 第一手順は学力検査点が別途基準に達した者の中から、面接、自己申告書、調査書

により総合的に判定。 

第二手順は学力検査点（225 点）、調査書評定（３年３倍、225 点）を事前に公表す

る倍率タイプにより判定。 
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（令和５年度 第３回専門委員会資料） 

３ 主に多様な学びに対応する学校の入試制度の事例 

⑴ 

設置自治体 京都府 

学校名等 清明高等学校 

課程・学科等 昼間二部制定時制・単位制・普通科 

学校の特色等 基本コンセプトは「学びアンダンテ」、求める生徒像は「新たな一歩を踏み出すため

に自分のペースで学びたい生徒」。 

「学ぶ楽しさを提供する」「生徒に自信を返す」「教え込む教育から引き出す教育へ

の転換」等を目標に掲げ、様々な背景を持つ生徒の、多様な学びのニーズへの対応

と個別的な学びへの支援を行う。 

入試制度名等 京都府立清明高等学校特別入学者選抜 

入試制度の特徴 ○独自学力検査あり、学力検査なしを選択して出願 

選考の方法 Ａ方式（48 名）は独自学力検査（国語・数学・英語）、面接、作文、報告書により選

抜。Ｂ方式（72 名）は面接、作文により選抜。 

 

⑵ 

設置自治体 大阪府 

学校名等 クリエイティブスクール 

課程・学科等 ○桃谷：多部制定時制、単位制、普通科 

○東住吉総合：全日制、学年制、総合学科 

学校の特色等 学ぶ時間帯が選べ、魅力ある多様な選択科目がある学校。 

入試制度名等 特別入学者選抜 

入試制度の特徴 ○問題は基礎・標準の２種類から各学校が選択。クリエイティブスクールは基礎を

選択 

○一般選抜と別日程で実施 

○第一手順（募集定員の 50％）は学力検査順でなく、検査点が基準以上の者の中か

ら選考。調査書は活動行動の記録のみが選抜資料 

選考の方法 第一手順は学力検査点が別途基準に達した者の中から、面接、自己申告書、調査書

により総合的に判定。 

第二手順は学力検査点（225 点）、調査書評定（３年３倍、225 点）を事前に公表す

る倍率タイプにより判定。 
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（令和５年度 第３回専門委員会資料） 

４ その他 調査書提出が不要な入試 

⑴ 

設置自治体 奈良県 

学校名等 大和中央高等学校 

課程・学科等 多部定時制・通信制、単位制、普通科 

学校の特色等 「学びたいときに学べる学校」「学ぶ必要ができたときに学べる学校」。生徒自身が

授業を選択して時間割を作成し、自分のペースに合わせた学習計画を立て、修得し

た単位を積み重ね卒業を目指す。 

入試制度名等 奈良県立大和中央高等学校入学者選抜 

入試制度の特徴 ○調査書の提出不要 

選考の方法 特色選抜学力検査問題（県教育委員会作成）、面接により選考。原則として、各検査

の合計点の多い者から順に選抜。 

 

⑵ 

設置自治体 鹿児島県 

学校名等 開陽高等学校 

全日制・定時制・通信制第１回選抜「自己推薦」 

課程・学科等 ○全日制、単位制、普通科・福祉科 

○定時制、単位制、普通科・オフィス情報科 

○通信制、単位制、普通科・衛生看護科 

学校の特色等 ３課程を併置し生活スタイルに合わせて志望できる。他課程の単位修得可（受講条件

あり）。 

入試制度名等 第１回入学者選抜（推薦入学者選抜） 

入試制度の特徴 ○全日制・定時制の推薦入学者選抜の「自己推薦」は調査書提出不要 

○学力検査なし 

選考の方法 「自己推薦」は自己表現、作文又は面接対話、提出された書類等により選考。 
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タ
イ
プ
の
学
校
（
id
e
al
ス
ク
ー
ル
）
の
新
設
に
つ
い
て

〇
新
た
な
タイ

プ
の
学
校
の
基
本
理
念

個
に
応
じた

多
様
な
学
び
と、

学
習
者
中
心
の
支
援
に
よ
り、

生
徒
の
⾃
律
的
な
学
び
の
実
現
と、

将
来
の
社
会
的
⾃
⽴
に
必
要
な
資
質
・能

⼒
の

育
成
を
目
指
す
。

１
設
置
の
背
景
と基

本
理
念

〇
生
徒
の
興
味
・関

⼼
、進

路
希
望
の
多
様
化

〇
様
々
な
背
景
を
抱
え
た
生
徒
の
増
加
（
学
校
生
活
や
学
習
に
困
難
を
抱
え
る
生
徒
な
ど）

２
新
た
な
タ
イ
プ
の
学
校
の
概
要

〇
設
置
場
所
等

宮
城
広
瀬
高
等
学
校
を
新
た
な
タイ

プ
の
学
校
に
転
換
し、

令
和
９
年
度
に
開
校
(予

定
)

※
宮
城
広
瀬
高
等
学
校
は
令
和
９
年
度
に
募
集
を
停
⽌
し、

令
和
１
０
年
度
末
で
閉
校

〇
募
集
定
員

２
０
０
名

〇
設
置
課
程
等

全
日
制
・普

通
科
・単

位
制

定
時
制
と通

信
制
の
機
能
を

併
せ
持
つ
、こ

れ
ま
で
に
な
い

「全
日
制
高
校
」

「通
信
制
」の

機
能

通
信
制
高
校
との

効
率
的
な

併
修
が
可
能

「定
時
制
」の

機
能

多
部
制
定
時
制
に
⾒
られ

る
幅
広
い
時
間
帯

に
お
け
る
多
様
な
学
び
方

学
年
区

分
を
問

わ
ず

，
生

徒
が
自

由
に

科
目
を

履
修

卒 業

単 位 制
▶

卒
業
に
必

要
な

単
位
数
(
7
4
単
位

)
を

修
得

▶

４
学
校
の
位
置
付
け

id
ea
lと
は
「理

想
、理

想
的
」と
い
う意

味
の
英
単
語
で
す
が
、こ

こで
は
、各

単
語
の
頭
⽂
字
を合

わ
せ

た
造
語
とし

て
の
意
味
を
重
ね
て
い
ます

。さ
らに

は
、目

指
す
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、多

くの
アイ

デ
ィア

（
id
ea
）
、工

夫
を追

求
して

い
くと
い
う思

い
が
込
め
られ

て
い
ます

。

⼤
学
進
学
等
の
進
路
希
望
を
実
現
す
る
た

め
、自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
た
い

集
団
生
活
や
対
人
関
係
に
不
安
を
感
じて

い
る
が
、自

分
の
適
性
に
合
わ
せ
て
学
び
た
い

興
味
関
⼼
や
適
性
に
合
わ
せ
自
己
決
定
し

な
が
ら柔

軟
に
学
び
た
い

学
習
の
つ
ま
ず
き
の
解
消
の
た
め
、基

礎
基
本

に
戻
って

学
び
た
い

音
楽
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ等

の
た
め
自
由
な
時

間
を
持
ち
な
が
ら学

び
た
い

学
校
に
登
校
して

い
な
い
期
間
が
あ
った

が
、

自
分
の
状
況
に
合
わ
せ
て
学
び
た
い

〇
次
の
よ
うな

、多
様
な
生
徒
を
求
め
ま
す

３
求
め
る
生
徒
像

R
6
.
6
.
1
2

高
校
教
育
課
教
育
改
革
班

補
助
資
料
８
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新
た
な
タ
イ
プ
の
学
校
（
id
e
al
ス
ク
ー
ル
）
の
新
設
に
つ
い
て

生
徒

チ
ュー

タ
ー

生
徒
の
希
望
す
る
進
路
の
実
現
や
目
標
の
達
成

・生
徒
の
進
路
希
望
に
応
じた

、
教
科
・科

目
の
選
択
や
時
間
割

の
作
成
な
どの

サ
ポ
ー
ト

・学
校
生
活
や
友
人
、家

庭
に
関

す
る
悩
み
へ
の
相
談
対
応

多
様
な
進
路
の
実
現 就
職

専
門

学
校

大
学

進
学

設
置
す
る
科
目
の
視
点

○
国
公
⽴
大
学
受
験
に
対
応
した

学
び

○
教
養
を
深
め
る
学
び

○
多
様
な
興
味
・関

心
に
応
じた

学
び

学
び
直
し
に
も
対
応

６
幅
広
い
授
業
時
間
帯

７
多
様
な
教
科
・科

目

〇
１
〜
８
校
時
の
幅
広
い
授
業
時
間
帯
を
設
定
し、

生
徒
自
⾝
の
生
活
ス
タイ

ル
、

興
味
・関

⼼
等
に
応
じて

、主
体
的
な
授
業
選
択
が
可
能

〇
多
様
な
科
目
の
設
置
に
加
え
、資

格
取
得
や
ボ
ラン

テ
ィア

、他
の
高
校
で
の
科
目
履

修
な
どの

学
校
外
学
修
等
を
幅
広
く単

位
とし

て
認
定

〇
将
来
の
社
会
的
自
⽴
に
必
要
な
資
質
・能

⼒
の
育
成
に
繋
が
る
学
び
や
多
様
な
人

材
を
活
⽤
した

学
び
な
ど、

魅
⼒
あ
る
学
び
を
実
施

８
充
実
した

サ
ポ
ー
ト体

制
〇
従
来
の
「学

級
」は

置
か
ず
、チ

ュー
ター

制
を
導
入

〇
地
域
人
材
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
とも

協
⼒
して

さま
ざ
ま
な
側
⾯
か
らサ

ポ
ー
ト体

制
を
構
築

〇
IC
Tを

活
⽤
した

生
徒
との

連
絡
体
制
を
構
築

Ⅱ
魅
⼒
あ
る
学
び

(1
)探

究
的
な
学
び

(2
)I
CT

を
活
⽤
した

学
び

(3
)地

域
等
と連

携
した

学
び

(4
)多

様
な
人
材
を
活
⽤
した

学
び

Ⅰ
フレ

キ
シ
ブ
ル
な
学
び
方

(1
)単

位
制
の
導
入

(2
)幅

広
い
授
業
時
間
帯
の
設
定

(3
)通

信
制
高
校
との

併
修

(4
)資

格
取
得
、ボ

ラン
テ
ィア

等
を
単

位
とし

て
認
定

Ⅲ
多
様
な
教
科
・科

目
(1
)多

様
な
進
路
希
望
に
応
じた

教
科
・科

目
(2
)学

び
直
しの

た
め
の
教
科
・科

目
(3
)習

熟
度
別
授
業
の
導
入

Ⅳ
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

(1
)チ
ュー

ター
制
の
導
入

(2
)多

様
な
ス
タッ

フ（
ス
クー

ル
カウ

ン
セ
ラー

・ソ
ー
シ
ャル

ワ
ー
カー

、地
域

人
材
・N
PO

等
）
に
よ
る
支
援

５
学
校
の
特
色

ｉｄ
ｅ
ａ
ｌス
ク
ー
ル

2
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